
四
九

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

織
田
信
長
と
い
え
ば
、
当
時
の
日
本
人
と
は
か
け
離
れ
た
感
性
の
持
ち
主
で
あ
り
、
日
本
人
に
は
馴
染
み
の
な
い
キ
リ
ス
ト
教
に
い
ち
早

く
好
意
を
示
す
一
方
で
、
仏
教
な
ど
在
来
の
信
仰
を
行
う
寺
社
や
僧
侶
に
は
厳
し
い
態
度
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
、

い
わ
ば
日
本
人
離
れ
し
た
思
考
と
行
動
様
式
が
、
そ
れ
ま
で
の
支
配
者
と
は
異
な
っ
た
政
策
を
行
う
こ
と
に
寄
与
し
た
と
さ
れ
る
。
最
近
に

な
っ
て
織
田
信
長
の
政
策
が
在
来
の
寺
社
や
僧
侶
集
団
を
何
ら
圧
迫
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
本
来
の
あ
り
方
を
尊
重
す
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

、
日
本
人
離
れ
し
た
信
長
観
は
根
強
い
も
の
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
信
長
像
は
史
料
上
、
ど
の
程
度
確
証
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
記
の
信
長
像
を
明
快
に
提
示
し
た
も
の
は
、
後

に
み
る
よ
う
に
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
も
の
が
殆
ど
で
あ
り
、
日
本
側
の
史
料
で
こ
の
点
を
示
し
た
も
の
は
殆
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
記
述
が
か
な
り
無
批
判
に
用
い
ら
れ
て
い
る
印
象
は
ぬ
ぐ
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
尤
も
織
田
信

長
と
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
交
渉
を
示
す
事
例
に
は
、
日
本
側
の
史
料
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
史
料
と
が
揃
っ
て
い
る
も
の
が
殆
ど
な
い
の
だ
か

ら
、
信
長
の
宗
教
観
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
史
料
よ
り
詳
し
い
イ
エ
ズ
ス
会
の
そ
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
も
あ
る
程
度
は
や
む
を
え
な

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

神　

田　

千　

里



五
〇

い
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
両
方
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
事
柄
に
絞
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
果
し
て
織
田
信
長
は
、
宣

教
師
の
述
べ
る
通
り
の
宗
教
観
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
単
に
信
長
と
い
う
一
人
物
の
人
間
像
を
検
討
す
る
こ
と
に
は

留
ま
ら
な
い
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
日
本
人
離
れ
し
た
、
い
わ
ば
「
合
理
主
義
者
」
の
信
長
像
は
、
そ
の
行
動
全
体
が
、

当
時
の
社
会
を
「
革
命
的
」
と
も
い
う
べ
き
方
法
で
変
え
て
行
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
中
近
世
移
行
期
の
歴
史
像
と
も
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
特
異
で
「
合
理
的
」
な
心
性
が
、
果
し
て
時
代
の
動
向
に
影
響
を
与
え
た
か
否
か
と
い
う
点
の
検
討

も
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
信
長
の
心
性
は
中
近
世
移
行
期
の
「
変
革
」
と
直
結
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
年
そ
の
支
配
体

制
や
、
朝
廷
・
寺
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
再
検
討
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る（

（
（

。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
指
摘
を
う
け
つ
つ
、
宗
教
の
領
域
に
関
し
て
信

長
像
の
再
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ　

神
仏
や
異
教
を
軽
蔑
す
る
信
長
像
に
つ
い
て

　

織
田
信
長
が
特
に
信
仰
を
も
た
ず
、
日
本
の
在
来
信
仰
を
軽
蔑
し
て
い
た
こ
と
を
明
快
に
述
べ
た
史
料
の
一
つ
と
し
て
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
の
記
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
著
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
そ
の
主
要
部
分
を
引
用
し
て
み
た
い
。

『
日
本
史
』
第
一
部
第
八
三
章
「
彼
は
よ
き
理
解
力
と
明
晰
な
判
断
力
を
具
え
、
神
お
よ
び
仏
の
一
切
の
礼
拝
、
尊
崇
、
な
ら
び
に
あ

ら
ゆ
る
異
教
的
卜
占
や
迷
信
を
軽
蔑
し
て
い
た
。
当
初
は
名
目
上
、
法
華
宗
に
属
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
て
い
た
が
、
顕
位
に
就
い
て

後
は
自
惚
れ
、
す
べ
て
の
偶
像
よ
り
己
の
方
を
選
び
、
若
干
の
点
禅
宗
の
見
解
に
同
意
し
て
、
霊
魂
の
不
滅
、
来
世
の
賞
罰
な
ど
は
な

い
と
見
な
し
た
。」（P. L. Frois,S.J., H

istória de Japam
 II, edição anotados por José W

icki, S.J., Lisboa, 1981. p. 240.　



五
一

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
～
八
〇
年
、
第
四
巻
、
第
三
二
章
、
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
、

以
下
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
四
・
三
二
・
一
〇
三
～
一
〇
四
の
如
く
略
記（

（
（

）

　

こ
こ
で
記
さ
れ
た
信
長
の
宗
教
観
に
関
す
る
部
分
を
要
約
す
れ
ば
、
神
仏
へ
の
礼
拝
・
尊
崇
を
軽
蔑
す
る
こ
と
、
異
教
の
占
い
や
信
仰
も

軽
蔑
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
霊
魂
の
不
滅
、
来
世
の
賞
罰
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
点
は
「
禅
宗
の
見
解
に
同
意
」
と

あ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
見
解
」
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
だ
け
で
は
信
長
が
果
し
て
キ
リ
ス
ト
教

に
理
解
を
示
し
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。単
に
日
本
の
在
来
信
仰
に
背
を
向
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
信
長
が
、
在
来
の
神
仏
へ
の
信
仰
を
迷
信
と
し
て
軽
蔑
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
側
史
料
か
ら
如
何
に
裏
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
当
時
の
大
名
ら
が
合
戦
に
際
し
て
寺
社
に
戦
勝
祈
願
を
依
頼
し
、
そ
の
祈
願
の
神
事
な
い
し
仏
事
を
遂
行
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
寺
社
側
の
報
告
書
（
通
常
「
巻
数
」
と
呼
ば
れ
る
）
に
対
し
、
礼
状
を
認
め
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
巻
数
に
対
す

る
礼
状
は
、
そ
の
大
名
が
戦
争
に
対
し
て
神
仏
の
力
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
信
長
に
つ
い
て
こ
の

点
を
奥
野
高
広
『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
を
中
心
に
検
証
し
て
み
る
と
、
信
長
の
手
に
な
る
か
な
り
の
数
量
の
巻
数
へ
の
礼
状
を
確

認
で
き
る
。
以
下
列
挙
し
て
み
た
い
。

　

①
『
林
文
書
』（
天
正
元
年
）
九
月
七
日
織
田
信
長
黒
印
状
。
大
覚
寺
に
宛
て
た
も
の
で
、「
尊
牘
、
殊
に
二
巻
拝
受
、
遥
々
の
御
懇

志
、
畏
悦
の
至
に
候
、
仍
て
此
の
向
き
の
事
存
分
に
属
し
、
隙
明
き
候
条
、
不
日
上
洛
せ
し
め
、
芳
意
を
得
べ
く
候
、
将
亦
当
国
御
寺
領

の
儀
、
聊
か
も
疎
意
あ
る
べ
か
ら
ず
候
」（
前
掲
『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
上
巻
、
四
〇
五
号
、
六
八
八
頁
─
以
下
『
研
究
』
上

四
〇
五
、六
八
八
頁
の
如
く
略
記
）
と
あ
る
。
奥
野
氏
に
よ
れ
ば
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）、
六
角
義
治
の
近
江
鯰
江
城
を
、
柴
田
勝
家
に
攻

撃
さ
せ
、
自
身
も
佐
和
山
ま
で
出
陣
し
た
折
の
も
の
と
い
う
。

　

②
『
東
文
書
』（
天
正
二
年
）
四
月
九
日
織
田
信
長
黒
印
状
。
松
尾
左
衛
門
佐
・
松
尾
社
社
務
（
東
相
房
）
に
宛
て
た
も
の
で
、「
祈
禱
の



五
二

巻
数
な
ら
び
に
菓
子
一
籠
到
来
、
悦
び
入
り
候
」（『
研
究
』
上
四
四
九
、七
四
八
頁
）
と
あ
る
。

　

③
『
多
賀
神
社
文
書
』（
天
正
二
年
）
七
月
廿
八
日
織
田
信
長
黒
印
状
。
不
動
院
宛
て
。「
当
陣
に
つ
き
牛
王
・
札
・
守
・
巻
数
頂
戴
せ
し

め
候
、遠
賜
祝
着
致
し
候
」と
あ
る（『
研
究
』上
四
六
二
、七
六
八
頁
）。
長
島
一
向
一
揆
攻
略
の
た
め
出
陣
し
て
い
る
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

④
『
仁
和
寺
文
書
』（
天
正
三
年
）
四
月
十
八
日
織
田
信
長
黒
印
状
、
成
多
喜
御
坊
宛
て
。「
在
陣
に
つ
き
、
御
巻
数
頂
戴
せ
し
め
候
、
殊

に
一
折
過
当
の
至
り
に
候
、
毎
度
御
悃
意
更
に
謝
し
難
く
候
」（『
研
究
』
下
五
〇
六
、二
〇
頁
）
と
あ
る
。
奥
野
氏
に
よ
れ
ば
天
正
三
年
、

大
坂
で
一
向
宗
門
徒
を
攻
め
た
陣
の
折
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

⑤『
大
賀
文
書
』（
天
正
三
年
）九
月
三
日
織
田
信
長
黒
印
状
。青
蓮
院
宛
て
。「
此
面
在
陣
に
つ
き
、御
祈
禱
巻
数
な
ら
び
に
弓
懸
五
具
拝
受
、

恐
悦
の
至
り
に
候
」（『
研
究
』下
五
三
七
、七
四
頁
）と
あ
る
。天
正
三
年
に
越
前
一
向
一
揆
を
壊
滅
さ
せ
た
出
陣
の
折
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑥
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』（
天
正
五
年
）
三
月
廿
日
織
田
信
長
黒
印
状
。
賀
茂
社
惣
中
宛
て
。「
在
陣
に
つ
き
、
祈
禱
巻
数
な
ら
び
に
房

鞦
二
懸
到
来
、
悦
び
入
り
候
」（『
研
究
』
下
七
〇
三
、二
七
六
頁
）
と
あ
る
。
天
正
五
年
、
紀
伊
国
雑
賀
攻
撃
に
出
陣
し
た
際
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

⑦
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』（
天
正
六
年
）
九
月
廿
五
日
織
田
信
長
黒
印
状
、
賀
茂
社
中
宛
て
。「
南
方
発
足
に
つ
き
、
祈
禱
巻
数
な
ら
び

に
縮
羅
二
端
到
来
、懇
志
悦
び
思
召
し
候
」（『
研
究
』
下
七
七
八
、三
七
七
頁
）
と
あ
る
。
奥
野
氏
に
よ
れ
ば
、天
正
六
年
和
泉
国
堺
に
赴
き
、

九
鬼
嘉
隆
の
鉄
船
を
観
閲
し
た
折
の
も
の
と
い
う
。

　

⑧
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』（
天
正
七
年
）
二
月
十
四
日
織
田
信
長
黒
印
状
、賀
茂
社
刑
部
少
輔
・
紀
伊
守
宛
て
。「
年
頭
之
慶
事
と
し
て
、

巻
数
な
ら
び
に
板
物
…
…
祝
着
せ
し
め
候
」（『
研
究
』
下
八
一
二
、四
一
九
～
四
二
〇
頁
）
と
あ
る
。
奥
野
氏
は
天
正
七
年
に
比
定
さ
れ
る
。

　

⑨
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』（
天
正
七
年
）
三
月
廿
五
日
織
田
信
長
黒
印
状
、
賀
茂
社
中
宛
て
。「
出
馬
に
つ
き
、
祈
禱
の
巻
数
な
ら
び
に

菓
子
一
合
・
房
鞦
二
懸
到
来
、
悦
び
入
り
候
」（『
研
究
』
下
八
一
九
、四
二
七
頁
）
と
あ
る
。
天
正
七
年
に
、
荒
木
村
重
の
摂
津
有
岡
城
を



五
三

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

攻
撃
す
る
た
め
に
出
陣
し
た
折
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑩
『
理
性
院
文
書
』（
天
正
十
年
）
四
月
四
日
織
田
信
長
黒
印
状
、理
性
院
宛
て
。「
此
面
之
儀
に
つ
き
、巻
数
な
ら
び
に
弓
懸
二
具
到
来
、

誠
に
遠
路
の
懇
情
、
感
悦
浅
か
ら
ず
候
」（『
研
究
』
下
一
〇
〇
五
、七
一
九
頁
）
と
あ
る
。
天
正
十
年
、
甲
斐
国
の
武
田
勝
頼
を
討
伐
に
出

陣
し
た
際
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

⑪
『
三
千
院
文
書
』（
天
正
十
年
）
四
月
十
日
織
田
信
長
黒
印
状
、
梶
井
門
跡
［
最
胤
法
親
王
］
宛
て
。「
東
国
在
陣
に
つ
き
音
問
、

祈
禱
の
巻
数
な
ら
び
に
両
種
こ
れ
を
給
り
候
、
遥
々
の
芳
情
欣
悦
の
至
り
に
候
、
早
隙
明
き
帰
国
し
候
途
中
よ
り
申
候
」
と
あ
る
（
下

一
〇
〇
九
、七
二
六
頁
）

　

⑫
『
慶
光
院
文
書
』（
天
正
十
年
）
四
月
十
五
日
織
田
信
長
黒
印
状
、
宛
て
名
欠
。「
今
度
東
国
在
陣
に
つ
き
、
祈
禱
の
祓
・
太
麻
な
ら
び

に
熨
斗
鮑
三
折
到
来
、
遠
路
の
懇
情
喜
び
入
り
候
」
と
あ
る
（『
研
究
』
下
一
〇
一
二
、七
二
九
頁
）。

　

⑬
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
正
月
十
七
日
織
田
信
長
黒
印
状
、
賀
茂
社
惣
中
宛
て
。「
今
春
の
祝
儀
と
し
て
、
祈
禱
巻
数
な
ら
び
に
縮
羅

二
端
到
来
、
懇
志
珍
重
に
候
な
り
」（『
研
究
』
下
一
〇
六
一
、七
七
七
頁
）
と
あ
る
。

　

⑭
『
福
嶋
家
古
文
書
』
正
月
廿
日
織
田
信
長
黒
印
状
、
北
監
物
大
夫
宛
て
。「
年
甫
の
祈
禱
と
し
て
、
一
万
度
祓
・
太
麻
な
ら
び
に
生
鮑

五
十
到
来
、
悦
び
思
召
し
候
」（『
研
究
』
下
一
〇
六
二
、七
七
八
頁
）
と
あ
る
。

　

⑮
『
総
見
寺
文
書
』
十
月
十
五
日
織
田
信
長
黒
印
状
、
織
田
寺
社
代
宛
て
。「
当
社
に
お
い
て
、
各
祈
禱
の
丹
誠
を
抽
ん
づ
る
巻
数
到
来
、

尤
も
以
て
珍
重
、
悦
び
入
ら
し
め
候
、
次
に
綿
十
把
、
彼
是
懇
志
斜
め
な
ら
ず
候
」（『
研
究
』
下
一
一
〇
六
、八
一
五
頁
）
と
あ
る
。

　

⑯
『
醍
醐
寺
文
書
』
十
二
月
四
日
織
田
信
長
黒
印
状
（
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
国
宝
・
醍
醐
寺
の
す
べ
て
─
密
教
の
ほ
と
け
と
聖
教
』〈
醍

醐
寺
文
書
聖
教
七
万
点
国
宝
指
定
記
念
特
別
展
図
録
〉
奈
良
国
立
博
物
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
四
年
）

　
　

‌�

就
在
陣
御
祈
禱
之
巻
数
拝
受
候
、
珍
重
存
候
、
殊
折
と
て
芳
情
不
斜
候
、
次
御
門
領
之
儀
承
候
、
此
面
平
均
申
付
上
、
上
洛
節
可
申
入



五
四

候
、
穴
賢
々
々
、

　
　
　
　

十
二
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
長
（
黒
印
）

　
　
　
　

三
宝
院
児
御
中

　

⑰
『
醍
醐
寺
文
書
』
二
月
廿
七
日
織
田
信
長
黒
印
状
（
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
編
・
発
行
『
御
法
に
守
ら
れ
し
醍
醐
寺
』〈
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
記
念
特
別
展
図
録
〉
二
〇
一
四
年
）

　
　

就
在
陣
祈
禱
之
巻
数
、
并
一
折
到
来
、
懇
情
喜
入
候
、
猶
矢
部
可
申
候
也
、

　
　
　
　

二
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
黒
印
）

　
　
　
　

醍
醐
寺
年
預
御
房

　

以
上
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
織
田
信
長
が
出
陣
す
る
に
際
し
、
大
覚
寺
、
仁
和
寺
、
青
蓮
院
、
醍
醐
寺
三
宝
院
、
同
理
性
院
な
ど
京
都
の
寺

院
、
摠
見
寺
、
ま
た
上
賀
茂
社
、
松
尾
社
、
多
賀
社
な
ど
の
神
社
や
伊
勢
御
師
な
ど
に
対
し
て
祈
禱
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
ま
た

年
頭
の
祝
儀
と
し
て
祈
禱
を
行
う
御
師
や
寺
社
に
対
し
て
も
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て
い
た
こ
と
も
分
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
信
長
は
戦
場
に

お
け
る
神
仏
の
加
護
を
、少
な
く
と
も
一
般
的
な
戦
国
大
名
同
様
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
従
っ
て「
神
お
よ
び
仏
の
一
切
の
礼
拝
、

尊
崇
、
な
ら
び
に
あ
ら
ゆ
る
異
教
的
卜
占
や
迷
信
を
軽
蔑
」
し
て
い
た
と
い
う
フ
ロ
イ
ス
の
記
述
と
は
著
し
く
矛
盾
す
る
事
実
が
明
ら
か
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

但
し
フ
ロ
イ
ス
の
記
述
を
詳
細
に
読
む
と
、
織
田
信
長
は
、「
神
お
よ
び
仏
の
一
切
の
礼
拝
、
尊
崇
」
を
軽
蔑
し
て
い
る
と
同
時
に
「
当

初
は
名
目
上
、
法
華
宗
に
属
し
て
い
る
よ
う
に
み
せ
て
い
た
」
と
の
記
述
や
「
若
干
の
点
禅
宗
の
見
解
に
同
意
」
し
て
い
た
と
の
指
摘
も
み

ら
れ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
手
が
か
り
を
与
え
る
の
は
、既
に
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
蔵（

（
（

）
の
画
像
で
あ
る
。



五
五

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

　

こ
こ
に
は
六
曲
一
双
の
左
の

端
に
、
馬
廻
り
衆
と
お
ぼ
し
き

武
士
た
ち
を
従
え
た
織
田
信
長

と
織
田
信
忠
そ
れ
ぞ
れ
の
姿

が
、
織
田
家
の
旗
印
で
あ
る
永

楽
銭
を
描
い
た
旗
指
物
を
背
景

に
描
か
れ
て
い
る
（
図
1
（。

今
注
目
し
た
い
の
は
信
長
の
背

景
に
描
か
れ
た
三
本
の
旗
指
物

の
上
に
翻
っ
て
い
る
麾ま

ね
き（

旗
指

物
の
棹
の
頂
辺
に
つ
け
る
小

旗
（
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
の
文
字
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る（
図
2
（。

　

戦
国
期
の
武
将
た
ち
が
戦
場

に
神
仏
の
名
前
や
経
典
等
の
句

を
記
し
た
軍
旗
を
携
行
し
た
事

実
は
著
名
で
あ
る
。
例
え
ば
武

図 １　信長の陣（「長篠合戦図屏風」（犬山城白帝文庫蔵）部分）
出典：『愛知県史』資料編11〈織豊 1 〉愛知県、2003年、付録。



五
六

田
信
玄
の
「
南
無
諏
方
南
宮
法
性
上
下
大
明
神
」、
上
杉
謙
信
の
「
毘
」（
毘
沙

門
天
を
表
す
（、
あ
る
い
は
徳
川
家
康
の
「
厭
離
穢
土
、
欣
求
浄
土
」
な
ど
。

岡
田
章
雄
氏
に
よ
れ
ば
「
旗
印
や
指
物
に
信
仰
の
表
章
を
あ
ら
わ
す
こ
と
…
…

は
戦
国
時
代
に
あ
っ
て
一
般
に
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
い
た
武
士
の
習
俗
」
で
あ

り
、「
武
士
が
互
に
そ
の
守
護
神
と
た
の
み
そ
の
加
護
に
身
を
委
ね
た
神
仏
へ

の
奉
仕
の
姿（

5
（

」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ
こ
に
描
か
れ
た

織
田
信
長
の
姿
は
、法
華
の
題
目
の
霊
力
を
た
の
み
「
そ
の
加
護
に
身
を
委
ね
」

た
、
法
華
信
仰
の
姿
を
表
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
が
織
田
信
長
の
信
仰
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と
を

疑
問
と
す
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
軍
勢
の
志
気
を
高
め
る
上

で
大
切
な
の
は
、
当
主
自
身
の
信
仰
以
上
に
、
家
中
の
信
仰
に
訴
え
る
こ
と
で

あ
り
、
フ
ロ
イ
ス
の
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
名
目
上
」
法
華
信
仰
を
表
明
す
る

必
要
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
上
記
の
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
に

は
信
長
の
子
息
信
忠
の
姿
も
描
か
れ
、
こ
れ
も
ま
た
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と

読
み
取
れ
る
麾
を
上
部
に
付
け
た
旗
指
物
を
背
景
に
描
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
合
戦
図
は
後
世
の
も
の
で
あ
る
が
、
長
篠
の
合
戦
に
お
い
て
同
盟
者
で

あ
っ
た
徳
川
家
康
の
家
中
に
お
い
て
は
、
織
田
家
の
軍
旗
は
法
華
の
題
目
で
あ

る
と
の
認
識
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み

図 ２　旗指物の上にある題目の麾（図 １の上部）
出典：図 1 に同じ。



五
七

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

に
小
瀬
甫
庵
の
『
信
長
記
』
に
は
、
信
長
の
旗
を
「
一
幅
の
黄
絹
に
永
楽
の
銭
を
付
け
、
招
き
［
麾
］
に
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
は
ね
題
目

を
書
付
け
」
た
も
の
と
し
て
お
り
（『
信
長
記
』
巻
第
十
五
之
下
、
馬
験
の
事（

（
（

）
近
世
初
期
に
こ
の
点
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
。

　

例
え
ば
織
田
信
長
は
、
元
亀
元
年
に
京
都
の
法
華
宗
寺
院
本
能
寺
に
対
し
て
、
こ
の
寺
院
を
「
定
宿
」
と
す
る
一
方
、「
余
人
の
寄
宿
」

を
禁
止
し
、諸
役
を
免
許
す
る
と
共
に
そ
の
「
祠
堂
物
」
運
用
の
活
動
を
保
護
し
て
い
る
（『
本
能
寺
文
書
』
元
亀
二
年
十
二
月
日
朱
印
状
、

『
研
究
』
上
二
六
七
）。
河
内
将
芳
氏
に
よ
れ
ば
、
京
都
の
法
華
宗
寺
院
の
活
動
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
「
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
」
に

は
、
織
田
信
長
へ
の
出
陣
見
舞
や
鉄
砲
・
火
薬
の
贈
与
、
ま
た
家
臣
ら
へ
の
贈
物
に
要
し
た
費
用
が
細
か
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
信
長

と
京
都
の
法
華
宗
徒
と
の
密
接
な
関
係
が
窺
え
る
。

　

確
か
に
織
田
信
長
は
天
正
七
年
に
有
名
な
安
土
宗
論
を
行
い
、
浄
土
宗
と
法
華
宗
と
の
宗
論
に
お
い
て
は
法
華
宗
側
に
故
意
に
敗
北
を
宣

告
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
法
華
宗
へ
の
弾
圧
と
い
え
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
宗
論
に
訴
え
る

そ
の
活
動
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。
安
土
宗
論
を
も
っ
て
、
信
長
が
法
華
信
仰
に
否
定
的
で
あ
っ
た
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。
仮
に
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
が
当
時
の
織
田
家
の
習
俗
を
忠
実
に
写
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
織
田
家
に
は
法
華
信
仰
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
フ
ロ
イ
ス
の
「
当
初
は
名
目
上
、
法
華
宗
に
属
し
て
い
る
よ
う
に
み
せ
て
い
た
」
と
の
記
述
は
、
上
記
の
よ
う
な
織
田

家
の
信
仰
上
の
一
面
に
触
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
点
を
「
名
目
上
」
の
も
の
と
断
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
戦
場
に
お
け
る
織
田
家
の
習
俗
と
い
う
点
か
ら
は
、
そ
れ
な
り
の
実
質
を
も
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
結
論

と
し
て
「
神
お
よ
び
仏
の
一
切
の
礼
拝
、
尊
崇
」
を
軽
蔑
し
て
い
る
と
の
フ
ロ
イ
ス
の
記
述
は
、
実
情
か
ら
は
か
な
り
乖
離
し
た
、
イ
エ
ズ

ス
会
宣
教
師
の
教
義
上
の
立
場
に
偏
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



五
八

Ⅱ　

イ
エ
ズ
ス
会
と
の
関
係

　

一
般
に
織
田
信
長
は
イ
エ
ズ
ス
会
を
厚
遇
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
信
長
入
京
時
に
、
将
軍
足
利
義
昭
と
信
長
と
も
ど
も
、
イ
エ
ズ
ス
会
の

宣
教
に
保
護
を
与
え
た
と
い
う
、ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
報
告
が
こ
の
点
の
主
要
な
根
拠
で
あ
る
。
日
本
側
の
史
料
で
は
『
信
長
公
記
』
に
、

信
長
が
安
土
に
屋
敷
地
を
与
え
た
り
（
巻
一
三
、
巻
一
四
）、
宣
教
師
が
進
物
と
し
て
黒
人
を
献
上
し
た
こ
と
（
巻
一
四
）、
イ
エ
ズ
ス
会
の

屋
敷
を
訪
問
し
た
こ
と
（
巻
一
四
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、
積
極
的
な
保
護
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
両
者
の
良
好
な
関
係
を
窺
わ
せ
る
。
後

の
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
『
吉
利
支
丹
物
語
』
に
も
信
長
が
安
土
へ
呼
び
屋
敷
を
与
え
た
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

一
方
『
信
長
公
記
』
に
よ
る
と
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）、
摂
津
国
荒
木
村
重
が
毛
利
方
に
寝
返
っ
た
際
、
織
田
信
長
は
、
荒
木
村
重
と

行
動
を
共
に
す
る
高
山
右
近
が
、
織
田
方
に
「
御
忠
節
仕
り
候
様
に
才
覚
」
す
る
こ
と
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
指
示
し
、
も
し
そ
う
す
れ
ば
「
伴

天
連
門
家
何
方
に
建
立
候
共
苦
し
か
ら
ず
。
も
し
御
請
申
さ
ず
候
は
ゞ
宗
門
を
御
断
絶
な
さ
る
べ
き
の
趣
仰
出
」
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る

（
巻
一
一
）。
さ
ら
に
こ
れ
を
了
承
し
た
「
伴
天
連
」
が
右
近
を
説
得
し
た
と
こ
ろ
、
右
近
は
高
槻
城
を
進
上
し
、
自
分
自
身
は
「
伴
天
連
沙

弥
」（
キ
リ
シ
タ
ン
の
出
家
）
と
な
る
と
回
答
し
た
と
記
し
て
い
る
（
同
上
）。
こ
の
点
に
対
応
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
側
史
料
を
目
に
す
る
機
会

を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
紹
介
し
つ
つ
、
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
信
長
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

（
１
）
カ
リ
ヤ
ン
書
翰
の
検
討

　

第
一
は
リ
ス
ボ
ン
の
ト
ー
レ
・
ド
・
ト
ム
ボ
文
書
館
所
蔵
の
イ
エ
ズ
ス
会
文
書（

（
（

に
あ
る
、
一
五
七
九
年
二
月
五
日
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ

リ
ヤ
ン
書
翰
で
あ
る
。
本
書
翰
は
有
名
な
エ
ヴ
ォ
ラ
版
『
日
本
通
信
』（
以
下CEV
と
略
称
）
に
収
録
さ
れ
た
一
五
七
九
年
カ
リ
ヤ
ン
書
翰



五
九

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

（CEV
 I ff.447v.-449v.

）
と
か
な
り
の
部
分
重
な
っ
て
い
る
が
、『
日
本
通
信
』
に
二
月
五
日
の
日
付
が
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
引
用

部
分
はCEV

 I f.449

の
、“Façase em

 tudo a vontade de D
eos.”

と“
D

o Facata não sabem
os m

ais nouas”

と
の
間
に
位
置

す
る
部
分
で
あ
り
、CEV

で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
悪
魔
は
そ
の
求
め
る
こ
と
に
随
い
、
総
て
を
地
に
叩
き
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
当
地
で
こ
の
争
い
を
準
備
し
た
の

み
な
ら
ず
、
都
に
お
い
て
も
ま
た
実
に
熱
心
に
動
き
回
っ
た
の
で
、
も
し
わ
が
主
（
デ
ウ
ス
）
が
彼
を
強
力
な
手
の
う
ち
に
抑
え
、
そ

の
詐
欺
と
奸
策
と
を
無
力
に
し
な
い
な
ら
、
か
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
大
部
分
が
も
う
少
し
で
地
に
叩
き
つ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
我
ら
は
政
治
的
混
乱
の
結
末
も
知
ら
な
い
が
、
し
か
し
総
て
が
神
の
よ
り
大
き
な
栄
光
と
悪
魔
の
（
側
の
）
混
乱
と
へ
向
か
っ
て

続
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
（
本
書
翰
は
）
既
に
長
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
手
短
か
に
語
ろ
う
。（
そ
れ
は
）
司
祭

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
と
も
う
一
人
の
堺
の
日
本
人
が
ヴ
ィ
セ
ン
テ
の
代
り
に
書
き
送
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
尊
師
ら
は
そ
の
地
で
都

の
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

彼
（
の
日
本
人
）
が
そ
の
地
（
堺
）
を
出
発
す
る
少
し
前
に
、
司パ

ー
ド
レ祭

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
が
、
そ
の
手

紙
の
中
で
（
司
祭
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
）
簡
潔
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
信
長
が
彼
を
召
喚
し
、
直
ち
に
（
高
山
）
ダ
リ
オ
と

そ
の
息
子
ジ
ュ
ス
ト
の
城
で
あ
る
高
槻（T

açaccuchi
）へ
向
か
っ
て
出
発
し
、彼
ら
に
次
の
よ
う
に
伝
え
る
よ
う
に
と
言
っ
た
こ
と
、

（
す
な
わ
ち
）
も
し
直
ち
に
荒
木
（
村
重
）
の
敵
に
な
ら
な
け
れ
ば
（não se fazião tequis de A

rachi

）、
そ
し
て
も
し
彼
（
信
長
）

に
助
力
し
な
け
れ
ば
、
直
ち
に
司
祭
を
殺
し
、
五
畿
内
の
キ
リ
ス
ト
教
界
（christandade de Juchinai

）
を
破
壊
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
彼
（
の
ジ
ュ
ス
ト
）
が
納
得
す
る
よ
う
努
力
す
べ
く
彼
（
ジ
ュ
ス
ト
）
の
処
に
彼
（
司
祭
オ
ル
ガ
ン

テ
ィ
ー
ノ
）
を
派
遣
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
間
司
祭
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
そ
の
他
の
住
院
（casa

）
の
者
た
ち
と
共
に
、

人
質
と
し
て
近
江
国
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
か
く
し
て
教
会
は
空
っ
ぽ
に
な
り
、
信
長
は
、
彼
の
手
で
番
を
す
る
人
数
（gente 



六
〇

que fizesse ban

）
を
教
会
に
置
い
た
こ
と
、
こ
こ
ま
で
が
司
祭
（
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
）
の
（
手
紙
で
）
書
き
送
っ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
（
司
祭
は
）
高
槻
（T

accaçoqui

）
へ
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
我
ら
は
こ
の
問
題
を
主
（
デ
ウ
ス
）
に
委

ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

司
祭
の
こ
の
手
紙
と
共
に
、
そ
の
少
し
後
に
書
か
れ
た
、
堺
の
ヴ
ィ
セ
ン
テ
の
父
か
ら
の
も
う
一
通
の
手
紙
が
来
た
。
そ
の
中
で
そ

の
も
っ
と
先
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
。（
そ
れ
に
よ
る
と
）司
祭
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
高
槻
に
出
向
き
、多
く
の
道
理（
を
説
く
こ
と
）

に
よ
っ
て
、信
長
側
に
つ
き
荒
木
に
対
立
す
べ
き
で
あ
る
と
家
督
を
保
持
し
て
い
た
ジ
ュ
ス
ト
を
説
得
し
た
。
し
か
し
彼
（
ジ
ュ
ス
ト
）

に
（
荒
木
へ
の
味
方
を
）
や
め
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
ジ
ュ
ス
ト
は
人
質
と
し
て
二
歳
に
な
る
幼
い
一
人
息

子
を
渡
し
て
お
り
、
彼
の
姉
妹
も
ま
た
同
様
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
司
祭
は
こ
れ
を
知
っ
て
、
信
長
に
（
事
情
を
）
報
告
す
る
た
め
に

立
ち
去
ろ
う
と
望
ん
だ
時
、（
城
の
者
た
ち
は
司
祭
を
）
城
の
中
に
捕
虜
と
し
て
拘
留
し
た
が
、
し
か
し
彼
は
夜
に
、
気
づ
か
れ
る
こ

と
な
く
立
ち
去
っ
た
。
ジ
ュ
ス
ト
は
こ
れ
を
知
っ
た
の
で
、
彼
を
探
し
に
出
発
し
、
そ
し
て
遂
に
追
い
つ
き
、
そ
し
て
そ
の
場
で
、
司

祭
と
そ
こ
に
居
た
人
々
の
前
で
髪
を
剃
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
も
異
教
徒
も
同
じ
く
驚
い
た
。
こ
の
人
物
の
書
翰
は
こ
れ

以
上
を
述
べ
て
い
な
い
が
、
総
て
は
う
ま
く
行
っ
た
と
の
言
辞
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
我
ら
は
、
尊
師
ら
よ
、
都
の
コ
レ
ジ
オ
が

当
地
（
豊
後
）
同
様
に
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
。
そ
し
て
と
り
わ
け
必
要
な
こ
と
は
、
こ
の
苦
労
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
我

ら
の
）
主
（
デ
ウ
ス
）
が
か
の
地
域
で
大
き
な
収
穫
を
摘
ま
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
ら
が
忠
実
で
あ
る
こ
と
に
信
長
が
気
づ

い
て
、
特
に
改
宗
の
事
業
に
関
心
を
示
す
よ
う
主
（
デ
ウ
ス
）
に
お
縋
り
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

第
二
は
ロ
ー
マ
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
のJap.Sin.

文
書
に
収
録
さ
れ
た
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
ヤ
ン
に
よ
る
、
一
二
月
一
日
の
日
付
を

も
つ
「
一
五
七
九
年
度
日
本
年
報
」
で
あ
る
。
原
文
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
翻
訳
さ
れ
『
日
本
通
信
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
（CEV

 I ff.432v.-447v.

）。「
都
と
山
口
（A

m
aguchj

）
の
王
国
に
つ
い
て
」
の
部
分
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
但
し
以
下



六
一

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

引
用
す
る
部
分
は
、『
日
本
通
信
』
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
日
本
通
信
』
収
録
の
書
翰
の
日
付
は
一
二
月
一
〇
日
と
な
っ
て
お
り
、

イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
引
用
部
分
は
戦
後
い
ち
早
く
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ラ
ウ
レ
ス
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い

る（
（1
（

。
但
し
氏
は
「
ア
ン
ト
ン
・
エ
グ
ラ
ウ
ェ
ル
の
獨
譯
書
翰
集
」
よ
り
訳
出
し
て
お
り
、Jap.Sin.

の
写
本
か
ら
の
そ
れ
で
は
な
い
こ
と
、

ま
た
氏
の
翻
訳
は
意
訳
・
抄
訳
の
体
裁
で
あ
り
、
逐
語
訳
で
は
な
い
た
め
、
改
め
て
こ
こ
に
訳
出
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

こ
の
王
国
に
お
い
て
、
そ
し
て
こ
の
謀
反
の
中
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
キ
リ
シ
タ
ン
総
て
の
主
君
で
あ
る
ジ
ュ
ス
ト
に
個
人

的
に
非
常
に
深
刻
な
事
件
が
起
っ
た
。
そ
の
出
来
事
と
は
、
荒
木
が
信
長
に
反
逆
し
て
彼
の
敵
、（
つ
ま
り
）
大
坂
と
山
口
の
王
と
に

投
じ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
界
の
残
虐
な
敵
で
あ
っ
た
か
ら
、
ジ
ュ
ス
ト
は
大
き
な
苦
境
と
苦
悶
の
中
に
い
た
。
な
ぜ

な
ら
ば
一
方
か
ら
い
え
ば
、
荒
木
は
彼
の
直
接
の
主
君
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
も
、
日
本
の
領
主
た
ち
が
慣
習
的
に
行
っ
て
い
る
よ
う

に
、
彼
に
人
質
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
盟
者
、
友
人
、
そ
し
て
家
来
か
ら
保
障
の
た
め
に
彼
ら
の
子
息
や
親
族
を
監
視

下
に
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
荒
木
は
、
ジ
ュ
ス
ト
が
反
乱
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
、
彼
の
姉
妹
の
一
人
と
一
人
息
子
を
人

質
と
し
て
い
た
。
ま
た
他
方
か
ら
い
え
ば
信
長
は
荒
木
の
主
君
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
ジ
ュ
ス
ト
の
主
君
で
も
あ
り
、
そ
し
て
荒
木
は

忘
恩
の
徒
と
し
て
、
自
ら
の
主
君
に
敵
対
し
て
蜂
起
し
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
敵
と
結
ん
で
い
た
。
か
く
し
て
こ
れ
ら
双
方
か
ら
の

道
理
に
よ
り
ジ
ュ
ス
ト
は
何
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
分
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
か
の
全
王
国
中
で
最
も
主
要
な
城
を
保
持
し

て
お
り
、
こ
の
城
（
を
確
保
す
る
こ
と
）
な
し
に
か
の
王
国
（
を
獲
得
し
）
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
そ
の
よ

う
な
立
場
の
彼
に
は
）
何
を
な
す
べ
き
か
決
断
す
る
術
を
知
ら
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
信
長
方
に
つ
け
ば
、
日
本
で
の
通
念
に
照
ら
し

て
、彼
は
直
接
の
主
君
へ
の
裏
切
り
者
と
み
ら
れ
、そ
れ
以
外
に
も
子
息
と
姉
妹
を
失
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、即
ち
荒
木
は
ジ
ュ

ス
ト
が
反
乱
を
起
こ
し
た
と
知
る
や
否
や
、彼
ら
に
直
ち
に
処
刑
を
命
じ
る
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
た
。
荒
木
側
に
投
じ
れ
ば
、（
荒
木
・

ジ
ュ
ス
ト
）
両
者
共
通
の
主
君
で
あ
る
信
長
に
背
く
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
界
の
明
白
な
敵
に
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。



六
二

か
く
し
て
ど
の
よ
う
な
助
言
を
容
れ
る
の
が
よ
い
か
分
ら
ず
、
と
り
わ
け
こ
の
決
断
の
中
で
我
ら
の
主
（
デ
ウ
ス
）
を
侮
辱
す
る
こ
と

を
大
変
恐
れ
た
の
で
、都
に
い
る
司パ

ー
ド
レ祭

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
に
、こ
の
よ
う
な
非
常
に
難
し
い
出
来
事
に
何
を
な
す
べ
き
か
を
彼
に
言
っ

て
く
れ
る
よ
う
、
書
翰
を
認
め
た
。

　

司
祭
は
彼
に
以
下
の
よ
う
に
答
え
た
。
信
長
側
に
従
う
の
が
義
務
で
あ
る
、
と
い
う
の
も
（
信
長
は
）
荒
木
の
主
君
で
あ
り
、
荒
木

が
彼
の
主
君
に
反
乱
を
起
こ
し
、
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
敵
と
同
盟
を
結
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
件
の
問
題
を
熟
慮

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
何
故
な
ら
そ
れ
は
大
変
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
真
実
に
我
ら
の
主
に
お
縋
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
。
そ
の
こ
と
で
彼
が
し
、
そ
し
て
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
彼
の
家
臣
総
て
に
命
じ
た
の
は
、
件
の
問
題
の
よ
き
成
功
の

た
め
の
長
時
間
の
祈
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
（
事
態
が
）
保
留
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
信
長
は
ジ
ュ
ス
ト
が
彼
の
総
て
の
家
臣
と
共
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
勝
利
の
た
め
に
は
彼
の
（
ジ
ュ
ス
ト
の
）
土
地
に
あ
る
彼
の
城
を
確
保
す
る
こ
と
が
如
何
に
重
要
で
あ
り
、
彼
の
城
（
の
獲
得
）

な
し
に
は
（
勝
利
が
）
大
変
困
難
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
の
で
、
ジ
ュ
ス
ト
を
あ
る
策
略
を
用
い
て
短
時
間
に
決
心
さ
せ
る

こ
と
に
決
め
た
。
そ
の
策
略
と
は
、
都
に
い
る
我
ら
（
イ
エ
ズ
ス
会
員
）
の
半
分
を
人
質
に
と
る
こ
と
を
命
じ
、
そ
し
て
彼
ら
を
あ
る

城
で
監
視
下
に
お
く
こ
と
を
命
じ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
残
り
の
半
分
を
司
祭
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
と
共
に
彼
の
い
る
と
こ
ろ
に
来

る
よ
う
命
じ
た
。
そ
し
て
司
祭
が
彼
の
面
前
に
来
る
と
、
彼
に
大
い
な
る
誓
約
と
宣
誓
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
約
束
し
た
。
す
な
わ
ち

も
し
ジ
ュ
ス
ト
が
彼
の
側
に
投
じ
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
司
祭
の
改
宗
事
業
と
キ
リ
ス
ト
教
界
と
を
擁
護
し
て
、
司
祭
の
望
む
こ
と

総
て
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
も
し
反
対
の
事
態
に
な
る
な
ら
ば
、
か
の
地
域
の
総
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
滅
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
。
彼
に
応
え
て
司
祭
は
言
っ
た
。
殿
下
が
私
に
お
話
に
な
る
以
前
に
、
既
に
ジ
ュ
ス
ト
に
す
べ
き
こ
と
を
忠
告
し
て
お
り
、
そ
し
て

脅
し
に
よ
ろ
う
と
約
束
に
よ
ろ
う
と
、
道
理
で
あ
り
、
我
ら
の
御
法
に
合
致
し
た
こ
と
以
外
の
、
別
の
こ
と
を
助
言
す
る
こ
と
は
な
い



六
三

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

だ
ろ
う
と
。

　

彼
（
司
祭
）
に
そ
の
問
題
を
ジ
ュ
ス
ト
と
共
に
扱
い
に
行
く
よ
う
命
じ
る
信
長
に
別
れ
を
告
げ
る
と
、
司
祭
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は

ジ
ュ
ス
ト
と
話
す
た
め
に
出
か
け
た
。
そ
し
て
信
長
の
依
頼
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
得
す
る
た
め
に
、
彼
に
多
く

の
道
理
を
説
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ジ
ュ
ス
ト
の
側
に
は
こ
の
点
に
応
じ
る
際
の
多
大
の
困
難
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
の
父
母

や
妻
の
側
に
は
あ
り
、
荒
木
の
権
力
下
に
あ
る
人
々
を
失
う
よ
う
な
方
法
で
（
信
長
の
）
味
方
を
す
る
こ
と
は
、
断
じ
て
容
認
し
た
く

な
か
っ
た
。
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
司
祭
が
信
長
の
い
る
と
こ
ろ
へ
、
こ
の
問
題
の
結
論
を
携
え
ず
戻
れ
ば
、
信
長
が
彼
を
殺
害
す

る
に
違
い
な
い
と
恐
れ
て
、
司
祭
が
ジ
ュ
ス
ト
の
城
を
出
る
こ
と
に
同
意
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
は
そ
こ
が
幾
分
か
安
全
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。こ
の
期
間
中
、夜
も
昼
も
絶
え
間
な
い
祈
り
が
こ
の
地
域
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。そ
れ
を
我
ら
の
主（
デ

ウ
ス
）
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
不
確
か
な
状
況
か
ら
よ
い
解
決
法
が
引
き
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
司
祭
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
が
、
信
長
と
結
ん
だ
約
束
を
果
す
た
め
に
す
ぐ
戻
る
べ
く
、
そ
の
城
を
密
か
に
出
る
こ
と
に

決
心
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

戻
っ
て
す
ぐ
に
ジ
ュ
ス
ト
は
司
祭
の
こ
の
決
心
を
知
る
と
、
司
祭
ら
と
そ
の
地
域
の
キ
リ
ス
ト
教
界
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
彼
の
姉

妹
と
共
に
荒
木
の
手
で
殺
さ
れ
る
危
険
に
曝
し
て
彼
の
一
人
息
子
を
デ
ウ
ス
へ
の
犠
牲
に
捧
げ
る
こ
と
を
決
心
し
、
か
く
し
て
直
ち
に

彼
の
城
を
出
て
司
祭
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
を
追
跡
し
、
城
の
外
の
司
祭
の
面
前
で
、
後
頭
部
に
あ
る
髪
を
少
量
切
っ
た
。
日
本
人
が
、

他
の
部
分
よ
り
も
長
く
伸
ば
す
こ
と
を
習
慣
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
を
附
け
て
い
る
者
は
こ
の
世
に
あ
る
徴
と
な

り
、
そ
れ
を
切
っ
た
時
は
、
隠
棲
し
こ
の
世
を
捨
て
た
徴
で
あ
る
。
ジ
ュ
ス
ト
が
か
く
、
こ
の
髪
を
切
る
こ
と
は
、
デ
ウ
ス
を
侮
辱
す

る
こ
と
も
望
ま
ず
、
信
長
に
も
荒
木
に
も
敵
対
す
る
こ
と
も
望
ま
ず
、
こ
れ
以
上
戦
さ
に
関
す
る
事
柄
も
こ
の
世
に
関
す
る
事
柄
を
扱

う
こ
と
も
望
ま
ず
、
た
だ
司
祭
ら
と
共
に
生
き
て
い
く
と
望
む
こ
と
の
徴
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。
司
祭
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
こ
れ
を
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四

見
る
と
、
彼
を
信
長
の
前
に
連
れ
て
行
っ
た
。

　
（
ジ
ュ
ス
ト
の
）
城
内
で
は
直
ち
に
こ
れ
が
知
ら
れ
、
ジ
ュ
ス
ト
の
父
は
荒
木
の
手
中
に
あ
る
娘
と
孫
へ
の
愛
に
動
か
さ
れ
、
同
じ

と
き
に
即
座
に
荒
木
の
手
中
に
身
を
置
き
に
行
く
こ
と
に
決
め
た
。
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
必
ず
や
彼
の
子
た
ち
の
命
を
救

い
、
あ
る
い
は
彼
ら
と
共
に
死
ぬ
た
め
で
あ
っ
た
。
荒
木
は
ダ
リ
オ
即
ち
ジ
ュ
ス
ト
の
父
の
誠
実
さ
を
み
て
、
城
を
失
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
彼
、
そ
の
娘
及
び
そ
の
孫
を
殺
す
こ
と
も
出
来
ず
、
殺
す
理
由
も
持
ち
え
な
か
っ
た
。
特
に
ジ
ュ
ス
ト
が
髪
を
剃
り
、
自
ら
城

を
（
信
長
に
）
引
き
渡
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
信
長
は
ジ
ュ
ス
ト
を
最
大
の
喜
び
と
満
足
を
も
っ
て
迎
え
入
れ
た
。
そ
の
時

か
ら
暫
く
し
て
、城
の
守
備
に
残
さ
れ
た
ジ
ュ
ス
ト
の
親
族
は
信
長
の
味
方
と
な
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
そ
の
信
長
は
と
に
か
く
、ジ
ュ

ス
ト
が
一
度
切
っ
た
髪
を
以
前
の
よ
う
に
伸
ば
す
ま
ま
に
す
る
こ
と
（
こ
の
点
に
つ
い
て
彼
（
ジ
ュ
ス
ト
）
は
大
変
言
い
訳
し
た
が
）、

戦
い
の
中
で
彼
に
仕
え
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
信
長
に
属
す
る
う
ち
で
最
も
勇
敢
で
毅
然
と
し
た
大
将
だ
か
ら
で
あ

り
、
直
ち
に
彼
に
非
常
に
大
き
な
知
行
を
与
え
、
彼
を
以
前
の
二
倍
が
た
大
規
模
な
領
主
に
し
、
多
く
の
土
地
と
家
来
と
を
与
え
た
。

そ
の
家
来
た
ち
を
彼
は
直
ち
に
戦
さ
へ
出
陣
さ
せ
、
総
て
を
キ
リ
シ
タ
ン
に
す
べ
き
こ
と
を
決
心
し
た
。
そ
し
て
今
、
信
長
の
大
き
な

寵
愛
と
総
て
の
人
々
の
高
い
評
価
や
評
判
の
う
ち
に
あ
る
。
我
ら
の
主
（
デ
ウ
ス
）
が
そ
れ
ら
を
計
ら
わ
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

何
故
な
ら
こ
の
極
め
て
異
様
な
事
件
に
幸
運
な
結
末
が
続
い
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
ジ
ュ
ス
ト
は
人
質
を
失
う
こ
と
も
な
く
、
キ
リ
ス

ト
教
界
は
一
人
も
苦
し
み
を
被
る
こ
と
も
な
く
、
我
ら
の
主
デ
ウ
ス
が
侮
辱
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
ジ
ュ

ス
ト
は
以
前
以
上
に
名
誉
あ
る
、
大
き
な
領
主
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
信
長
の
司
祭
ら
に
対
す
る
庇
護
は
増
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
し
、

し
か
し
な
が
ら
他
方
で
は
、
彼
の
敵
は
我
ら
に
対
す
る
怒
り
を
募
ら
せ
て
い
く
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

共
に
織
田
信
長
が
都
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
を
人
質
に
と
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
に
対
し
て
、
も
し
高
山
右
近
を
説
得
し
て

投
降
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
な
ら
ば
、
改
宗
事
業
及
び
キ
リ
ス
ト
教
界
を
優
遇
す
る
が
、
も
し
反
対
に
な
る
な
ら
ば
そ
の
地
の
キ
リ
シ
タ



六
五

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

ン
を
滅
ぼ
す
と
宣
告
し
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
信
長
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
し
て
、
も
し
高
山
右
近
を
説
得
す
れ
ば
、
宣
教
活
動

を
承
認
す
る
が
、
そ
れ
を
し
な
い
な
ら
「
宗
門
を
御
断
絶
な
さ
る
べ
き
の
趣
」
を
宣
告
し
た
と
す
る
『
信
長
公
記
』
の
記
事
と
、
一
致
し
て

い
る
。
さ
ら
に
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
説
得
の
結
果
、
右
近
が
城
を
明
け
渡
し
て
出
家
遁
世
し
た
点
も
『
信
長
公
記
』
の
記
事
と
一
致
す
る

も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
こ
か
ら
窺
え
る
限
り
で
は
、
織
田
信
長
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
し
、
自
分
に
と
っ
て
有
利
な
行
動
を
行
う
限
り
に
お
い
て
は
そ
の
活
動
を

認
め
る
も
の
の
、
そ
れ
が
出
来
な
い
場
合
に
は
解
体
す
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
と
表
明
し
て
い
る
点
、
少
な
く
と
も
言
説
に
お
い
て
は
仏
教
諸

教
団
に
対
す
る
も
の
と
大
差
が
な
い
と
い
え
よ
う
。
特
に
一
五
七
九
年
二
月
五
日
書
翰
で
は
、
大
事
な
こ
と
は
「
キ
リ
シ
タ
ン
ら
が
忠
実
で

あ
る
こ
と
に
信
長
が
気
づ
い
て
、
特
に
改
宗
の
事
業
に
関
心
を
示
す
よ
う
主
（
デ
ウ
ス
）
に
お
縋
り
す
る
」
こ
と
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
点

か
ら
み
れ
ば
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
ヤ
ン
が
、
信
長
が
そ
れ
以
前
か
ら
特
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
好
意
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
に
は

思
わ
れ
な
い
。

（
２
）
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
の
検
討

　

次
に
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
本
史
』
に
よ
り
、
こ
の
同
じ
事
件
を
み
て
み
た
い
。『
日
本
史
』
で
は
第
二
部
第
二
七
章
で
こ
の
事
件

が
詳
細
に
扱
わ
れ
て
い
る
（P. Luis Frois, S. J., H

istória de Japam
 III, edição anotada por José　

W
icki, S. J. 1982, pp.205-

229

、『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
五
・
四
九
・
三
三
～
六
七
）。
以
下
、
煩
を
厭
わ
ず
、
こ
の
記
述
を
追
い
な
が
ら
、
事
件
が
如
何
に
叙
述
さ
れ
て
い

る
か
を
み
て
み
た
い
。

　

先
ず
織
田
信
長
が
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
に
高
山
右
近
に
伝
言
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
「
合
法

的
で
誠
実
な
事
柄
」
に
関
し
て
司
祭
に
厳
格
に
従
う
は
ず
で
あ
る
の
に
、
高
山
右
近
が
、「
予
の
家
臣
で
あ
り
か
つ
予
に
敵
対
」
し
て
い
る
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の
で
、「
汝
ら
の
戒
律
と
教
え
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
」、
ま
た
信
長
に
味
方
す
れ
ば
「
欲
し
い
だ
け
の
黄
金
、
望
む
だ
け
の
領

地
を
与
え
る
」
こ
と
、
で
あ
る
（Frois, op.cit, p.209

、
同
上
五
・
四
九
・
三
八
）

　

こ
れ
に
対
し
て
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
来
は
主
君
に
敵
対
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
と
の
信
長
の
言
い
分
を
認
め
、
高

山
右
近
に
対
し
、
出
来
る
限
り
説
得
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
と
共
に
、
右
近
が
荒
木
村
重
に
追
随
し
て
い
る
の
は
、
彼
が
村
重
に
渡
し
た

人
質
が
あ
る
か
ら
だ
と
答
え
、
信
長
に
約
束
し
た
通
り
、
高
山
右
近
と
そ
の
父
ダ
リ
オ
に
対
し
て
、
人
質
を
奪
回
し
て
、
信
長
の
味
方
と

な
る
べ
く
努
め
る
よ
う
説
得
を
行
っ
た
。
し
か
し
そ
の
試
み
は
実
現
せ
ず
、
四
日
、
五
日
と
過
ぎ
て
い
っ
た
（ibid.pp.209-210. 

同
上
五
・

四
九
・
三
八
～
三
九
）。

　

再
度
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
を
呼
び
だ
し
た
織
田
信
長
は
、
高
山
右
近
が
荒
木
村
重
に
託
し
た
人
質
を
取
り
戻
す
方
法
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
村
重
の
許
に
あ
る
人
質
を
、
自
ら
が
村
重
か
ら
取
っ
た
人
質
と
交
換
す
る
方
法
を
提
案
し
た
。
も
し
右
近
の
人
質
が
取
り
戻
せ
な
い
場

合
も
、
人
質
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
右
近
の
名
誉
と
評
判
が
失
墜
せ
ぬ
よ
う
、
日
本
全
土
の
君
主
で
あ
る
「
内
裏
」
の
手
で
、
都
と
堺
の

総
て
の
門
に
布
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
力
を
尽
す
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
の
上
で
右
近
が
信
長
側
に
投
じ
て
味
方
と
な
る
こ
と
を
納
得
す
れ

ば
、
彼
は
司
祭
が
命
じ
る
限
り
、
総
て
に
お
い
て
デ
ウ
ス
の
御
法
を
擁
護
す
る
こ
と
、
彼
に
望
む
だ
け
の
黄
金
と
領
土
と
を
与
え
る
こ
と
を

約
束
し
、
司
祭
・
右
近
そ
れ
ぞ
れ
に
許
可
状
を
渡
し
た
（ibid.pp210-211 

同
上
五
・
四
九
・
三
九
～
四
〇
）。

　

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
た
。
と
い
う
の
は
「（
高
山
）
右
近
が
（
織
田
）
信
長
に
味
方
す
れ
ば
、
続
い
て
並
は
ず

れ
た
改
宗
事
業
が
日
本
で
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、（
右
近
が
）
納
得
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
種
の
残
虐
な
迫
害
が
起
ら
な
い
と
は
い
え
な
い
」

と
思
わ
れ
、
信
長
の
許
可
状
を
右
近
に
渡
す
た
め
に
使
者
を
派
遣
し
、
右
近
と
接
触
し
た
。
右
近
は
使
者
に
対
し
、
人
質
を
と
り
戻
す
困
難

さ
え
克
服
で
き
れ
ば
信
長
側
に
投
じ
る
こ
と
を
約
束
し
、
四
、五
日
の
う
ち
に
人
質
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
す
る
の
で
、
摂
津
侵
攻
の
出
陣

を
し
な
い
よ
う
乞
う
た
（ibid.pp.211-212 

同
上
五
・
四
九
・
四
〇
～
四
一
）。
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ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

　

こ
の
使
者
が
帰
っ
て
報
告
す
る
と
、
織
田
信
長
は
高
山
右
近
が
味
方
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
右
近
の
決
断
を
急
が
せ
る
た

め
に
、司
祭
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、修
道
士
ロ
レ
ン
ソ
ら
を
捕
え
て
近
江
国
永
原
へ
人
質
と
し
て
連
行
し
、そ
の
上
で
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー

ノ
は
、
修
道
士
ロ
レ
ン
ソ
に
「
信
長
が
司
祭
ら
に
対
し
て
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
涙
を
誘
う
よ
う
な
、
そ
し
て
大
き
な
悲
し
み
と

苦
悩
と
に
満
ち
た
手
紙
を
書
か
せ
た
が
、（
そ
の
手
紙
の
中
で
）
右
近
殿
と
そ
の
父
に
、
こ
の
世
で
は
も
う
会
え
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
（
ロ
レ
ン
ソ
は
）
別
れ
を
告
げ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
彼
と
都
に
い
る
修
道
士
た
ち
を
信
長
が
殺
す
よ
う
に
命
じ
る
こ
と
は
絶

対
的
に
確
実
に
み
え
た
か
ら
で
あ
る
」。
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
も
ま
た
右
近
に
対
し
書
状
を
認
め
、
荒
木
と
そ
の
家
中
が
、
信
長
に
勝
つ
望

み
が
な
く
、
そ
の
上
司
祭
ら
が
極
度
に
危
険
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
み
て
、
信
長
と
の
同
盟
に
復
帰
す
べ
く
納
得
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
努
力
す
る
よ
う
懇
願
し
た
（ibid.p.212 

同
上
五
・
四
九
・
四
一
〜
四
二
）。

　

修
道
士
ロ
レ
ン
ソ
や
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
高
槻
城
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
荒
木
の
重
臣
ら
と
協
議
し
、
そ
の
結
果

荒
木
村
重
は
一
旦
織
田
信
長
へ
の
投
降
に
同
意
し
た
が
、
信
長
に
村
重
を
赦
免
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
直
ち
に
村
重
に
対
し
て
軍
勢
を
派
遣

し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
事
態
は
進
展
せ
ず
、
信
長
は
司
祭
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
と
都
の
教
会
に
い
る
（
人
質
と
さ
れ
た
以
外
の
）
人
々

を
召
喚
し
、
再
度
高
山
右
近
を
、
彼
の
側
に
投
じ
る
べ
く
決
心
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
べ
し
と
言
い
、（
右
近
に
は
）
望
む
だ
け
の
黄
金
と
望

み
通
り
の
新
た
な
領
土
を
与
え
る
と
言
い
、
ま
た
人
質
を
失
わ
な
い
よ
う
な
方
法
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
も
述
べ
た
（ibid.pp.213-214 

同
上

五
・
四
九
・
四
二
～
四
四
）。

　

織
田
軍
の
陣
営
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
、
織
田
信
長
が
畿
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
す
べ
て
を
滅
ぼ
す
の
で
は
な
い

か
と
の
恐
れ
を
抱
い
て
い
た
。
何
故
な
ら
ば
「
都
の
教
会
は
市
の
執
政
官
で
あ
る
村
井
殿
の
監
視
下
に
あ
り
、
信
長
が
遣
わ
す
ほ
ん
の
短
い

伝
言
に
よ
っ
て
直
ち
に
攻
撃
を
う
け
る
が
ま
ま
の
状
況
に
あ
り
、（
信
長
が
）
五
畿
内
の
キ
リ
ス
ト
教
界
を
破
壊
す
る
こ
と
は
確
実
だ
と
考

え
て
お
り
、
こ
れ
ら
総
て
の
事
柄
が
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
司
祭
を
、
彼
が
滞
在
す
る
（
信
長
の
）
軍
隊
の
中
で
最
大
の
不
安
と
苦
悩
と
に
陥
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ら
せ
て
い
た
。
そ
し
て
司
祭
本
人
が
直
接
に
高
槻
に
赴
け
ば
、
聖
な
る
加
護
に
よ
っ
て
右
近
殿
と
そ
の
父
と
に
（
信
長
・
司
祭
ら
が
）
望
ん

で
い
る
こ
と
を
説
得
さ
せ
得
る
か
も
し
れ
ず
、
或
は
こ
れ
に
よ
っ
て
完
全
で
十
分
な
満
足
を
信
長
に
与
え
る
で
あ
ろ
う
、
何
故
な
ら
こ
の
問

題
に
つ
い
て
可
能
な
総
て
を
行
っ
た
の
だ
か
ら
」
と
考
え
る
に
至
っ
た
（ibid.pp.214-215 

同
上
五
・
四
九
・
四
五
）。

　

こ
う
し
て
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
高
槻
城
に
赴
き
、
紆
余
曲
折
を
経
た
交
渉
の
結
果
、
高
山
右
近
が
自
ら
遁
世
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
態

を
終
息
さ
せ
ら
れ
る
と
の
提
案
を
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
に
示
し
て
、
そ
の
通
り
実
行
し
た
た
め
、
結
局
右
近
の
人
質
は
殺
害
さ
れ
る
こ
と
な

く
取
り
戻
さ
れ
、
高
山
右
近
と
そ
の
家
中
は
織
田
信
長
方
に
投
じ
、
信
長
は
右
近
の
復
帰
を
歓
迎
し
て
右
近
を
取
り
立
て
る
と
共
に
、
イ
エ

ズ
ス
会
に
対
す
る
厚
遇
を
約
束
し
た
、と
い
う
結
末
の
大
筋
は
、前
節
で
紹
介
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
ヤ
ン
の
二
通
の
書
翰
と
変
ら
な
い
。

　

既
に
著
名
な
史
料
に
、
わ
ざ
わ
ざ
煩
瑣
な
検
討
を
加
え
た
の
は
、
以
上
の
記
述
の
中
に
織
田
信
長
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
し
、
も
し
高
山
右

近
を
説
得
し
て
信
長
方
に
投
じ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
な
ら
ば
、
改
宗
事
業
及
び
キ
リ
ス
ト
教
団
を
擁
護
す
る
が
、
も
し
反
対
に
な
る
な

ら
ば
そ
の
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
滅
ぼ
す
と
宣
告
し
た
こ
と
が
全
く
記
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
種
の
宣
告
は
し
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
ヤ
ン
書
翰
で
は
、
信
長
は
自
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
キ
リ
ス
ト
教
団
を
滅
ぼ
す
と
明
言

す
る
存
在
と
し
て
記
さ
れ
、
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
で
は
全
く
そ
う
し
た
言
及
が
な
い
。

　

ど
ち
ら
が
事
実
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
い
え
ば
筆
者
は
カ
リ
ヤ
ン
書
翰
の
方
が
事
実
に
近
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
の
理
由

の
第
一
は
カ
リ
ヤ
ン
書
翰
が
、
二
通
共
に
司
祭
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
報
告
を
基
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
五
七
九
年
二
月
五
日
書
翰
の

方
は
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
と
そ
の
側
近
の
書
状
が
情
報
源
と
な
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
五
七
九
年
の
年
報
は
、
カ
リ
ヤ
ン
自
身

が
書
い
た
年
報
で
あ
る
が
、
こ
の
年
報
は
、
五
野
井
隆
史
氏
に
よ
れ
ば
、
各
地
の
教
区
長
が
、
当
該
地
区
の
修
院
と
司
祭
館
か
ら
送
ら
れ
た

ポ
ン
ト
ス
（
覚
書
）
等
を
各
担
当
地
ご
と
に
ま
と
め
て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
従
っ
て
本
年
報
の
畿
内
の
部
分
に
関
し
て
は
オ
ル
ガ
ン

テ
ィ
ー
ノ
な
い
し
そ
の
周
辺
の
人
々
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
が
、
カ
リ
ヤ
ン
の
手
で
編
集
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。



六
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ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

　

そ
う
な
る
と
二
通
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
ヤ
ン
の
書
翰
は
、
こ
の
事
件
の
当
事
者
で
あ
る
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
よ
り
の
情
報
で
作
成
さ

れ
た
も
の
と
結
論
さ
れ
る
。
一
方
の
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、
こ
の
時
期
に
畿
内
に
は
お
ら
ず
、
後
に
こ
の
当
時
の
記
録
を
参
照
し
つ
つ
、

あ
る
い
は
伝
聞
に
よ
り
こ
の
事
件
を
記
し
た
と
い
え
よ
う
。
何
よ
り
も
当
事
者
の
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
点
、
カ
リ
ヤ
ン
書
翰
の
方
が
史
料

的
価
値
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
理
由
の
第
二
は
、前
節
で
述
べ
た
通
り
、『
信
長
公
記
』
と
い
う
日
本
側
の
史
料
と
一
致
す
る
点
で
あ
る
。『
信

長
公
記
』
は
織
田
信
長
の
家
臣
と
し
て
随
従
し
て
い
た
太
田
牛
一
の
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
信
憑
性
は
高
い
。

　

要
す
る
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
中
の
、事
件
の
当
事
者
の
記
録
と
信
長
家
臣
の
記
録
と
が
一
致
す
る
以
上
、こ
れ
を
疑
う
理
由
は
見
当
た
ら
ず
、

『
日
本
史
』の
記
述
を
あ
え
て
重
視
す
る
理
由
は
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て『
日
本
史
』に
は
聊
か
不
可
解
な
記
述
が
み
ら
れ
る
点
が
気
に
な
る
。

第
一
に
、
織
田
信
長
か
ら
高
山
右
近
を
説
得
し
て
く
れ
れ
ば
、「
司
祭
が
命
じ
る
限
り
、
総
て
に
お
い
て
デ
ウ
ス
の
御
法
を
擁
護
」
す
る
こ

と
を
約
束
し
た
際
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
喜
ぶ
と
同
時
に
「（
右
近
が
）
納
得
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
種
の
残
虐
な
迫
害
が
起
ら
な
い
と
は

い
え
な
い
」
と
予
測
し
た
と
述
べ
る
点
で
あ
る
（ibid.p.211

）。
イ
エ
ズ
ス
会
に
好
意
的
な
信
長
像
を
描
く
『
日
本
史
』
本
章
の
コ
ン
テ
キ

ス
ト
か
ら
、
何
故
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
が
こ
う
し
た
危
惧
を
抱
い
た
の
か
は
、
必
ず
し
も
説
得
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

第
二
に
、
織
田
信
長
の
陣
中
に
召
喚
さ
れ
た
際
、
そ
の
陣
営
に
滞
在
す
る
中
で
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
が
「（
信
長
が
）
五
畿
内
の
キ
リ
ス

ト
教
界
を
破
壊
す
る
こ
と
は
確
実
だ
と
考
え
て
」
い
た
点
で
あ
る
（ibid.p.214

）。
前
半
に
描
か
れ
る
信
長
の
低
姿
勢
な
態
度
か
ら
み
て
、

何
故
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
も
、
唐
突
の
感
を
免
れ
な
い
。
確
か
に
「
高
山
右
近
の
決
断
を
急
が
せ
る
べ
く
」
信
長
が
イ
エ
ズ
ス
会
員

を
人
質
に
と
っ
た
こ
と
は
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
上
で
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
が
修
道
士
ロ
レ
ン
ソ
に
、「
信
長
が
司
祭
ら
に
対
し
て
決

定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
涙
を
誘
う
よ
う
な
、
そ
し
て
大
き
な
悲
し
み
と
苦
悩
と
に
満
ち
た
手
紙
を
書
か
せ
た
」（ibid.p.212

）
と
あ

る
点
を
み
れ
ば
、
信
長
と
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
と
の
共
謀
を
仄
め
か
し
て
い
る
か
に
さ
え
見
え
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
オ
ル
ガ
ン

テ
ィ
ー
ノ
は
信
長
の
敵
意
を
危
惧
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
こ
の
点
は
必
ず
し
も
説
得
的
と
は
い
え
な
い
。
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そ
し
て
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
情
報
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
ヤ
ン
の
二
書
翰
を
下
敷
き
に
し
て
み
れ
ば
、
ル
イ

ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
言
及
し
て
い
る
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
危
惧
が
い
ず
れ
も
説
明
で
き
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、『
日
本
史
』
の
記
述
は
あ

る
種
の
混
乱
を
来
し
て
お
り
、
そ
の
混
乱
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
好
意
的
な
織
田
信
長
像
を
描
こ
う
と
す
る
意
図
に
も
そ
の
一
因
が
あ
っ
た
と

み
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
日
本
史
』
の
多
様
性
─
─
む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て
、
日
本
側
の
史
料
に
よ
り
検
討
で
き
る
二
つ
の
点
、
即
ち
神
仏
に
対
す
る
対

応
と
、
高
山
右
近
の
説
得
を
指
示
し
た
際
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
す
る
対
応
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
前
者
に
関
し
て
は
、
フ
ロ
イ
ス
の

強
調
す
る
信
長
の
神
仏
へ
の
軽
侮
と
は
う
ら
は
ら
に
、
通
常
の
戦
国
大
名
と
変
ら
な
い
信
仰
が
信
長
に
も
見
出
せ
る
点
を
指
摘
し
た
。
後
者

を
通
じ
て
、
仏
教
諸
宗
派
に
対
す
る
以
上
の
好
意
を
、
信
長
が
特
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
有
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
結
論

と
し
て
、
織
田
信
長
は
イ
エ
ズ
ス
会
と
そ
の
宣
教
す
る
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
、
特
段
に
好
意
的
と
は
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

既
に
高
瀬
弘
一
郎
氏
は
、
織
田
信
長
が
イ
エ
ズ
ス
会
を
政
治
的
に
利
用
し
た
点
を
「
あ
ま
り
強
調
す
る
の
は
疑
問
」
で
あ
る
と
し
、「
た

だ
何
と
な
く
そ
の
好
奇
心
を
充
た
し
、
自
尊
心
を
満
足
さ
せ
、
し
か
も
在
来
の
仏
教
各
派
と
異
な
っ
て
危
険
性
が
少
な
い
…
…
と
い
っ
た
程

度
の
認
識（

（1
（

」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
の
検
討
結
果
か
ら
も
、
信
長
の
特
段
の
関
心
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
信
長
と
い

え
ば
「
革
新
」
的
で
あ
り
、
従
っ
て
仏
教
に
批
判
的
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
に
好
意
的
で
あ
る
と
い
う
、
実
態
の
検
証
を
抜
き

に
し
た
連
想
的
推
論
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
イ
エ
ズ
ス
会
に
好
意
的
な
信
長
像
は
、「
革
新
」
的
信
長
像
と
も
ど
も
再
検
討
の
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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フ
ロ
イ
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の
描
く
織
田
信
長
像
に
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い
て

　

と
こ
ろ
で
本
稿
で
検
討
し
た
部
分
に
関
す
る
限
り
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
は
、
日
本
側
の
一
次
史
料
や
、
確
実
性
の
高
い
記

録
と
、
ま
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
報
告
書
写
本
と
対
比
し
た
場
合
、
信
憑
性
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
筆
者
は
そ
の
点
か
ら
直
ち

に
『
日
本
史
』
の
史
料
的
価
値
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
当
然
な
が
ら
総
て
の
歴
史
史
料
に
は
、
書
き
手
の

政
治
的
、
社
会
的
立
場
が
反
映
さ
れ
、
純
正
に
中
立
的
立
場
な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
り
え
な
い
以
上
、
こ
う
し
た
点
を
取
り
上
げ
て
、
史
料

そ
の
も
の
の
価
値
を
云
々
す
る
こ
と
は
論
外
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

何
よ
り
も
、
前
章
で
筆
者
が
取
り
上
げ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
ヤ
ン
の
書
翰
の
一
部
は
、『
日
本
通
信
』
に
収
録
さ
れ
る
際
、
削
除
さ

れ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
こ
の
点
か
ら
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
公
式
の
立
場
か
ら
は
、
織
田
信
長
が
、
事
と
次
第
に
よ
っ
て
は
キ

リ
ス
ト
教
界
を
滅
ぼ
す
と
宣
告
す
る
な
ど
の
記
述
が
不
都
合
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。
信
長
を
日
本
に
お
け
る
有
力
な
パ
ト
ロ
ン

と
し
て
喧
伝
し
て
き
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
主
張
に
、
矛
盾
を
来
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
想
定
し
た
場
合
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
上
司
か
ら
指
示
さ
れ
て
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
『
日
本
史
』
を
執
筆
す
る
際
、
織
田
信

長
を
イ
エ
ズ
ス
会
の
公
式
の
立
場
に
沿
っ
て
、
好
意
的
に
描
く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
な
る
。
だ
が
そ
う
仮
定
す
る
と
今
度
は
、
前
章
第
二

節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
フ
ロ
イ
ス
が
信
長
に
よ
る
イ
エ
ズ
ス
会
迫
害
の
可
能
性
を
仄
め
か
し
て
い
る
点
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
の
か
。

一
方
で
フ
ロ
イ
ス
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
公
式
の
立
場
を
強
調
し
、
他
方
で
は
そ
の
立
場
を
離
れ
、
出
来
る
だ
け
事
実
に
近
い
記
述
を
め
ざ
し
て

い
る
と
も
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

要
す
る
に
、『
日
本
史
』
は
か
な
り
複
雑
な
著
者
の
立
場
が
反
映
さ
れ
た
結
果
、
幾
多
の
立
場
の
異
な
る
記
述
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
他
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
の
報
告
書
や
、
日
本
側
の
史
料
と
対
比
し
つ
つ
解
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
歴
史
的
事
実
に
到
達
し
う
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
を
確
認
し
て
、
雑
駁
な
記
述
に
終
始
し
た
本
稿
を
閉
じ
た
い
。
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〔
注
〕

（
１
）	
最
近
こ
の
点
を
正
面
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
金
子
拓
『
織
田
信
長
権

力
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
が
あ
る
。
筆
者
も
ま
た
信
長
が
在

来
の
大
名
に
比
べ
て
特
に
日
本
人
離
れ
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
（
拙
著
『
織
田
信
長
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
）。

（
２
）	

最
近
の
も
の
と
し
て
は
、
前
掲
『
織
田
信
長
権
力
論
』、
前
掲
拙
著
（
注

（
１
）
参
照
）
の
他
、
戦
国
史
研
究
会
編
『
織
田
権
力
の
領
域
支
配
』
岩

田
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
日
本
史
史
料
研
究
会
編
『
信
長
研
究
の
最
前

線
─
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
「
革
新
者
」
の
実
像
』
洋
泉
社
、
二
〇
一
四

年
な
ど
。

（
３
）	

こ
の
部
分
は
一
五
九
八
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ヴ
ォ
ラ
で
出
版
さ
れ
た

『
日
本
通
信
』（
以
下
『
日
本
通
信
』
ま
た
はCEV

と
略
称
）
で
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
よ
き
理
解
力
と
明
晰
な
判
断
力
を
具
え
、
神
、

仏
、
そ
の
他
総
て
の
類
の
偶
像
や
総
て
の
異
教
の
占
い
を
軽
蔑
し
て
い

る
。
名
目
上
、
法
華
宗
徒
で
あ
る
よ
う
に
見
せ
て
い
る
が
、
宇
宙
の
創

造
主
も
霊
魂
の
不
滅
も
死
後
の
事
柄
も
な
い
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
」

（
一
五
六
九
年
六
月
一
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰
、CEV

 I f.257v.

、

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
三
、

二
九
二
頁
、
以
下
『
報
告
集
』
Ⅲ
三
・
二
九
二
と
略
記
）。
双
方
若
干
の

相
違
を
除
け
ば
酷
似
し
て
い
る
。
こ
こ
で
『
日
本
史
』
の
方
を
引
用
し

た
の
は
、『
日
本
史
』
が
フ
ロ
イ
ス
の
草
稿
の
ま
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
に
対
し
、『
日
本
通
信
』
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
検
閲
を
経
て
お
り
、
原

文
が
か
な
り
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）	『
愛
知
県
史
』
資
料
編
一
一
〈
織
豊
一
〉
愛
知
県
、二
〇
〇
三
年
、付
録
。

同
書
解
説
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
前
期
の
成
立
と
い
う
。
な
お
本
画
像

の
掲
載
を
許
可
さ
れ
た
犬
山
城
白
帝
文
庫
の
御
厚
意
に
謝
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
る
。

（
５
）	

岡
田
章
雄
「
南
蛮
習
俗
考
」『
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
習
俗
』〈
岡
田
章
雄
著

作
集
一
〉
思
文
閣
出
版
、一
九
八
三
年
、一
〇
九
頁
、初
出
一
九
四
二
年
。

（
６
）	

神
郡
周
校
注
・
松
林
靖
明
解
説
『
信
長
記
』
下
、
現
代
思
潮
社
、

一
九
八
一
年
、
一
四
五
頁
。

（
７
）	

河
内
将
芳
『
日
蓮
宗
と
戦
国
京
都
』
淡
交
社
、
二
〇
一
三
年
、
二
一
四

～
二
一
六
頁
。

（
８
）	

拙
稿
「
中
世
の
宗
論
」『
戦
国
時
代
の
自
力
と
秩
序
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
三
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
。
な
お
河
内
将
芳
氏
も
、
安
土
宗
論

に
つ
い
て
「『
信
長
公
記
』
に
は
「
信
長
公
御
諚
と
し
て
御
扱
な
さ
る
」

と
み
え
、
信
長
が
日
蓮
宗
と
浄
土
宗
の
「
御
扱
」（
仲
裁
）
を
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
に
も
、

信
長
の
発
言
と
し
て
、「
な
ん
じ
ら
が
こ
こ
で
論
争
す
る
の
は
、
そ
れ
に

要
す
る
努
力
と
費
用
か
ら
し
て
も
予
に
は
不
必
要
な
こ
と
に
思
」
う
と

あ
り
、
か
な
ら
ず
し
も
宗
論
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
河
内
氏
前
掲
書
、
注
（
７
）
に
同
じ
、

二
四
二
頁
）。

（
９
）	Jesuitas28

。
引
用
部
分
はf.144v.

。
以
下
本
史
料
をT

T
J f.144v.

の
如

く
略
記
す
る
。
な
お
筆
者
は
本
史
料
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の

マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
し
た
。
閲
覧
を
許
さ
れ
た
同
編
纂
所
の
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ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

御
厚
意
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
10
）	
原
文
は
以
下
の
通
り
。［144v.

］ E porque o dem
ônio segundo elle 

procuraua desse com
 tudo no chão, não soom

ente ordenou 
aqui esta trouoada m

as tãobém
 no M

eaco andou tão solícito, 
que se o Senhor não o tem

 com
 sua poderosa m

ão e lhe 
desfas seus enganos e ardiz, pouco faltou que não desse com

 
grande parte daquella christandade no chão. N

em
 sabem

os 
o successo da torm

enta, m
as esperam

os que tudo socederia 
pera m

ayor glória diuina E confusão do dem
ônio. E porque 

vou iá sendo com
prido breuem

ente contarei; o que o padre 
O

rgantino escreueo E outro Japão de Çachai por V
icente. 

Entenderão lá V
ossas Reverências o estado em

 que ficauão 
as cousas no M

eaco.
	

　

A
té que elle de lá se partjo pouco de aly recebeo hum

a 
carta do padre O

rgantino, em
 que sum

ariam
ente dizia; que 

m
andando-o cham

ar N
obunanga lhe dissera que loguo elle 

se partisse pera T
açaccuchi, que hé fortaleza de D

ario E do 
seu filho Iusto, E que lhes dissese que se loguo não se fazião 
tequis de A

rachi, E que se não lhe aiutauão a elle, loguo avia 
de m

atar aos

［sic

］ padres, E destruir a christandade do 
Juchinai, E por isso lhe m

andaua a elle lá pera que procurasse 
com

 elle que fizessem
 entendim

ento, E que  entretanto se 
fosse o padre Joam

 Francisquo com
 os de m

ais de casa em
 

refens pera o Reino de O
m

y; E assi se despeiou a jgreia, E 
N

obunanga pôs de sua m
ão gente que fizesse ban na igreia. 

A
té aqui escreueo o padre, e com

o estaua de partida pera 
T

accaçoqui, E que encom
endassem

os este negócio ao Senhor. 
Com

 esta carta do padre veo outra do pay de V
icente do 

Çachai feita pouco depois, naqual contaua m
ais avante. Com

o 
o padre O

rgantino fora pera T
accaçoqui, &

 que persuadira 
com

 m
uytas rezões a Iusto, que tem

 o gouerno da casa, que 
se lançasse com

 N
obunanga contra A

rachi, E
 que não o 

podera acabar com
 elle. Porque Justo tem

 dado em
 refem

s 
hum

 seu filinho vnico de dous annos ao A
rachi; E tam

bém
 

hum
a sua jrm

am
. E que vendo isto o padre, E querendo-se 

ir pera dar conta a N
obunanga o detiuerão na fortaleza com

o 
preso, m

as elle se foi de noite sem
 ser sentido, o qual com

o 
soubessem

 o nisto se foi em
 seu alcance, aquando preso, E 

em
 fim

 o alcançou, E que ali diante do padre E dos que ali 
estauão, se auia rapado, do qual assi o christãos com

o os 
gentios ficarão espantados. 

	

　

N
ão diz m

ais a carta deste hom
em

, m
as conclue com

 dizer 
que tudo auia socedido bem

. N
ão sabem

os com
o por aqui 

poderão, vossas Reverências, collegio qual estarão no M
eacho. 

E a necessidade que tãobém
 tem

 de m
uito particularm

ente 
será encom

endado ao Senhor, pera que deste trabalho tire 
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o Senhor grande fruito naquellas partes, pera que achando 
N

obunanga os christãos fieis tom
e de proposito a peito o 

negócio de conuerção.

（T
T

J f.144v.

）

	

　

な
お
訳
出
に
あ
た
っ
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
海
外
史
料
室
の
岡

美
穂
子
氏
、
ま
た
五
野
井
隆
史
氏
か
ら
貴
重
な
ご
助
言
を
頂
戴
し
た
。

文
責
が
筆
者
に
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
特
記
し
て
謝
意
を

表
し
た
い
。

（
11
）	

ラ
ウ
レ
ス
、
ヨ
ハ
ネ
ス
『
高
山
右
近
の
研
究
と
史
料
』
六
興
出
版
社
、

一
九
四
九
年
。

（
12
）	

原
文
は
以
下
の
通
り
。［39

］En este reino y en estas revueltas 
acontecio a la persona de Justo vn caso m

ui graue el qual 
com

o he dicho es señor de todos aquellos cristianos. E
l 

caso fue este que aleuantandose A
raque contra N

obunanga 
lançandose con sus enem

igos con O
saqua, y el rej de 

A
m

anguchi, los quales son crueles enem
igos de la cristiandad, 

viose Justo en vn  grande aprieto y congoxa. Porque por vna 
parte A

raque era su señor im
m

ediato, afuera desto le tenia 
dado en reenes, com

o acostum
bran de hazer los señores de 

Japón que tom
an de sus aliados, am

igos y subditos pera se 
segurar, m

as les tom
an los hijos o parientes en guarda, y assi 

A
raque, porque Justo no se aleuantase le tenia en reenes vna 

su herm
ana y vn su vnico hijo. Por otra parte N

obunanga 
era señor de A

raque y por consiguinte de Justo, y A
raque 

se aleuantaua com
o ingrato y desconoçido contra su señor, 

y se vnia con los enem
igos de los cristianos. Y

 assi por estas 
razones de vna parte y de otra no sabia Justo que se hiziese, 
el qual tenia la m

as principal fortaleza de todo aquel reino sin 
la qual no se podia entrar por el. N

o se sabia determ
iner que 

haria porque haziendose de la parte de N
obunanga parecia 

conform
e lo que corre en Japón que el era traidor a su señor 

ym
ediato, y afuera desto auia de perder el hijo y la herm

ana, 
los quales pareçe que luego auia de m

andar m
atar A

raque, 
tanto que supiese que Justo se auia aleuantado contra el. Y

 
que dando de la parte de A

raque hiua contra N
obunanga 

que era señor dentro am
bos y que daua com

o enem
igo 

m
anifiesto dela cristiandad y assi no sabia que consejo seria 

bueno tom
ar, y sobre todo tem

ia m
ucho ofendera N

.S. en esta 
determ

inación, y assi escribio al padre O
rgantino

─que esta 
en M

iaco que le dixese lo que auia de hazer en aquel caso 
tan dificultoso.

	

　

R
espondiole el padre que era obligado seguir la parte 

de N
obunanga pues que era señor de A

raque, el qual 
se aleuantaua contra su señor y se confederaua con los 
enem

igos de los cristianos, pero que sobre esto considerase 
m

uj buen el negocio, pues era de tanta im
portancia, y se 

encom
endase m

uj de ueras a N
.S., lo qual el hiso y tam

bien 
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五

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
描
く
織
田
信
長
像
に
つ
い
て

todos los suyos que eran cristianos m
ando que se hiziesen 

tantos oras oraçion por el buen seçeso deste negoçio. Estando 
desta m

anera suspenso, y sabiendo N
obunanga que Justo 

con todos los suyos eran cristianos entendiendo quanto le 
inportaua

［sic
］ para la uitoria tener aquella fortaleza de su 

parte porque sin ella auia de ser m
uy dificultosa, determ

ino 
de hazer resoluer a Justo breuem

ente con vn ardid, el qual 
fue que m

ando tom
ar en reenes la m

itad de los nuestros 
que estauan en M

iaco y los m
ando m

eter con guarda en vna 
fortaleza, y la otra m

itad con el padre O
rgantino m

ando que 
veniesen adonde el estaua, y quando el padre fue delante 
del le prom

etio com
 grandes prom

eças y juram
entos que 

si acabaua con Justo que se lançase de su parte haria todo 
lo que el padre quiziese en fauor de la conuersion y de la 
crestiandad, y que si se hiziese lo contrario, auia de destruir 
en aquellas partes todos los cristianos. Respondiole el padre 
que antes que S. A

. le ablase ya tenia el aconsejado a Justo 
lo que auia de hazer, y que ni por am

enaças ni prom
eças le 

aconsejaria otra cosa m
as de lo que fuese razon y conform

e a 
nuestra lej. 

	

　

D
espidiose de N

obunanga m
andandole que fuese a tratar 

esto con Justo, fue hablar con Justo el padre O
rgantino. Y

 
diole m

uchas razones con los quales le persuadia que era 

neçessario que hiziese lo que N
obunanga pedia. Pero avnque 

de parte de Justo, no vuiese m
ucha dificultad en conçeder 

esto, auia la  de parte de su padre, m
adre, y m

ujer que no 
querian consentir de ninguna m

anera que se hiziese tal 
partido con perdida de las dos personas que estauan en 
poder de A

raque. Y
 tem

iendose los cristianos que tornando el 
padre adonde estaua N

obunanga, sin lleuar conclusión deste 
negoçio que le auia de m

atar N
obunanga, no consentian que 

el padre se saliese de la fortaleza de Justo, pues alla estaua 
algun tanto seguro. En este tiem

po se hazia continua oraçión 
de noche y de dia por los cristianos de aquellas partes, la 
qual pareçe que vyo N

. S. pues de vn caso tan dudoso se saco 
tan buen rem

edio, el qual fue que determ
inando el padre 

O
rgantino salirse escondidam

ente de aquella fortaleza, para 
cum

plir lo que tenia asentado con N
obunanga. 

	

　

D
e se tornar luego, supo Justo esta determ

inación del 
padre, y resoluiose, porque no se perdiesen los padres y 
cristiandad de aquellas partes, de hazer vn sacrificio

［39v.

］ a 
dios de su vnico hijo, poniendole a peligro de ser m

uerto de 
A

raque con su herm
ana, y assi se salio luego de sa fortaleza 

siguiendo al padre O
rgantino, y estando fuera della se cortó 

delante del padre vnos pocos de cabellos que detras de la 
cabeça acostum

bran los Japones dexar creçer, m
as que los 
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otros, y es señal que quien los trae anda m
etido en el m

undo 
y quando los cortan es señal que se recojen y dexan el 
m

undo. Y
 assi cortandose Justo estes cabellos, fue en siñal 

de que no queria ofender a D
ios ni hir contra N

obunanga ni 
contra A

raque, ni queria tratar m
as de cosas de la guerra ni 

deste m
undo, sino queria hir a biuir con los padres. V

iendo 
esto el padre O

rgantino lo lleuo delante de N
obunanga. 

	

　

Luego se supo esto en la fortaleza y el padre de Justo 
m

ouido con el am
or que tenia a su hija y nieto que estaua en 

poder de A
raque, se determ

ino luego en la m
ism

a ora de se 
ir a poner en las m

anos de A
raque, para auer de saluar desta 

m
anera la vida de sus hijos, o para m

orir con ellos. A
raque 

uiendo la fidelidad de D
ario, padre de Justo, aunque perdio 

la fortaleza no pudo ni tenia razon de m
atarle su hija y nieto, 

espeçialm
ente porque Justo se cortó los cabellos y no entregó 

el m
esm

o la fortaleza. Por otra parte N
obunanga recebio a 

Justo con grandissim
a alegria y contentam

iento. Y
 de ahi a 

poco los parientes de Justo que auian quedado en guarda 
de la fortaleza se declararon por la parte de N

obunanga, el 
qual quizo que en todo caso Justo dexase tornar a creser 
los cabellos cortados 

（aunque el se escuzaua m
ucho

） y que 
le siruiese en la guerra porque es vn capitan de los m

as 
esforçados y anim

osos que tiene N
obunanga y luego le dio 

vna m
ui gruesa renta, y le hizo dos uezes m

ayor señor que 
prim

ero, dandolhe m
uchas tierras y uasallos, los quales tiene 

el determ
inado que luego en dando lugar la guerra se ande 

hazer todos cristianos. 
	

　

Y
 agora esta en grande graçia de N

obunanga y en m
ucha 

estim
a y reputación de todos de m

anera que bien se uio ser 
esto ordenado por N

. S., pues deste caso tan estraño se siguio 
prospero fin, de m

anera que ni Justo perdiese las personas 
que tenia da las en reenes ni la cristiandad padeçiese ningun 
de torm

ento, ni D
ios N

. S. fuese ofendido. Y
 assi Justo 

quedase con m
as honrra y m

ayor señor que antes, y con 
esto cresiesen los fauores de N

obunanga para con los padres, 
avnque por otra parte sus enem

igos se asendieron en grande 
ira contra los nuestros. （Jap.Sin 46 ff.39.-39v.

）

	

　

本
史
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
の
御
厚
意

に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
美
穂

子
氏
よ
り
貴
重
な
ご
助
言
を
頂
戴
し
た
。
文
責
が
筆
者
に
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
特
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
13
）	

五
野
井
隆
史
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
、

一
二
一
～
一
二
二
頁
。

（
14
）	
高
瀬
弘
一
郎
『
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
─
ザ
ビ
エ
ル
渡
日
か
ら
「
鎖
国
」

ま
で
』岩
波
書
店
、一
九
九
三
年（
二
〇
一
三
年
岩
波
人
文
書
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
収
録
）、
一
四
七
～
八
頁
。


